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「リハビリについて」２００８年２月１日　







＜＜　つぶやき　＞＞
「リハビリについて」　
２００８年２月１日　掲載
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　私は、脳出血で右半身麻痺と「失語症」があります。発病したのは、１９９２年１月１６日でした。 詳しい事は私のホームページの「自己紹介」のページのはじめ所に書いている「闘病記」をクリックして ください。

　それ以来、リハビリを続けています。体のリハビリは、機能維持のため週３回在宅リハビリを受けて います。
「失語症」のリハビリとして、現在は自分でやっています。話すことは困難ですが書くことなら何とか できるよう成ってきました。ホームページも「失語症」の対策と思っています。ホームページは、月１回 更新しています。今では、家内の点検を受けています。自分では、完全に校正したと思っても、家内の 点検を受けると、助詞の使い方が間違いがあるということがしばしばです。
　最近は、文章を書くことが出来ていますが、発病後は、なかなか出ません でした。話を言うことは、今でも改善はできていません。頭で考えたことを話す事は 出来ません。

　手での作業は、左手一本の作業しか出来ません。しかも、始めの病気の後、また、軽い右脳の梗塞に かかり、左手の軽い感覚障害になりました。だから、左手の訓練を自分でしないといけませんでした。
　そこで、左手の訓練として、「切り絵」「ペーパークラフト」などしました。 「切り絵」は、名古屋リハビリセンターで教えてくれましたことを基にしたカラーの「栞(しおり)」等を 作りました。ホームページにも掲載しました。今も原版をパソコンに保存しています。

　「ペーパークラフト」は、パソコンの検索を探して、作っています。私は、「建物」と「動物」を中心に 作っていますが、ペーパークラフトには、色々なジャンルがあります。
　一番初めにペーパークラフトをホームページのトップページに掲載したときは、「さる年」の１月に 「日本猿」を載せたと思います。

　これからも左手の訓練を続けたいと思っています。本号の「リハビリで作った物」のページには、 「ペンギンを載せました。
















＜＜「つぶやき」の再開＞＞　２００９年１月１日







＜＜つぶやき＞＞第１回
＜＜「つぶやき」の再開＞＞　
２００９年１月１日掲載
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　 　私は、ある時期、「つぶやき」と言う題で、それそれの「話題」を書いてきました。それで、今回の「つぶやき」は、 「つぶやきの再開」とします。

　 　今回は、加齢による身体の障害のことを書きます。
　私は、脳出血による後遺症があります。約１０年前に、転んで骨折しました。それで、約２が月の入院しました。 退院してからもリハビリを続けました。リハビリのおかげで、身体の状態は、車椅子を使う直前の状態になっています。 外出するとは、車椅子や 電動三輪車を使います。それでも、家では、車椅子を使っていません。
　普段の生活は、椅子に座っている状態で過しています。時には、テレビを見ていることもありますが、左手で出来る作業をしています。
　写真は、左手で作った「門松」です。「門松」については「リハビリで作った物」を参考してください。
　作業などの時、トイレに行こうとして、立ち上がるときが問題になります。以前は、立ち上がるときは、簡単でした。
　しかし、今は、右足が言う事がきかないので、苦労しています。立って歩くときも、右足を動かすことが困難です。 それに伴い、左足も動かすことが小さくなっています。

　この原稿を書いているときに(１２月２４日「水」)、左足に体重をかけると痛みが酷くなって大変な苦痛をありました。それで、 室内で車椅子を使用することになりました。
　１２月２６日「金」には、リハビリの先生の在宅看護の日なので、見てもらいました。そしたら、特に異常ないが、 異常な「むくみ」があるということでした。その先生に「むくみ」をある左足を中心にリハビリを やってもらいました。「むくみ」を取るときは、太変痛いリハビリでした。その結果、少し、歩けるようにありました。しかし、 車椅子を使用したの生活はそのままでした。
　土曜日は、主治医の受診の日でした。そこで、検査をしてもらいました。その結果、特に異常があるとは考えにくいと言うことでした。 １月に受診の時も、痛いという症状が続いていたら、別の検査をやると言うことでした。

　日曜日には、車椅子を使用ぜずに生活することが出来るようになっています。
















＜＜「浴槽に入れない＞＞　２００９年２月１日







＜＜つぶやき＞＞第１回 　 
＜＜「浴槽に入れない＞＞　
２００９年２月１日掲載
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　私は、風呂のとき、浴槽に入れないことが続いていました。その訳は、次のようなことがあったからです。

　ある時、浴槽に入って、身体を温めて、浴槽から出るときに、右足(麻痺している)が上がらなくなって苦労しました。なんとか、 右足を浴槽から出しました。後は、普通にやって風呂が終りました。家内が何かの用事で家に居ない時のことでした。

　この事があった後から、風呂のとき、浴槽に入る事を止めにしたのです。それで、風呂のとき、浴槽の湯をかけてから、 身体を洗うようにしました。
　この方法だと、家内がいなくとも、安全を確保できます。私は全身(特に右側)の温度感覚が鈍くなっているから、浴槽に入っても、 浴槽の湯をかけても、身体の感覚は、ほとんど変りません。だから、浴槽に入らなくても、感覚はほとんど変りません。
　しかし、寒くなってきました。私の家の風呂には「暖房」がつけてあります。その「暖房施設」を「予備暖房」にしておくと、 風呂場の温度を上げておくことができます。だがら「予備暖房」をセットしておくことにしてあります。もっとも、私の身体には、 温度感覚が殆どないので分かりませんでした。

　所が、家内が、「浴槽に入れない」ことを知って、しかられてしまいました。前で書いたように私は、温度感覚が鈍いので、 浴槽に入ることは問題がなかったのです。
　そこで、家内の介護で右足を浴槽に出入りすることをやってもらったのです。入る時は、浴槽の縁に、あと１センチ位自分の力では 届かない状況でした。
　浴槽から出るときには、たった１回でけですが、自分の力で出来ました。だから、訓練すれば、自分の力で浴槽に出入りが 出来るようになることを願っています。

　話が替わるのですが、１月２９日に「サービス担当者会議」が私の家でありました。その会議で、私の「入浴方法の検討」という項目が ありました。
　その時、家内を含めて会議に参加者は、私が「右半身麻痺」あることを忘れてといると感じました。温度感覚が殆どないことや、 特に右足にひどい麻痺があることなどです。麻痺のことは、たんに麻痺があることでは、なんにもならないと思います。麻痺の状態の現在を 詳しく知ることが必要です。
　風呂に入るときには、家内の介護で済ませています。前項に書いたことですが、「自分の力で浴槽に出入りが出来るようになれること」 を願っています。その事で済んだと思っていたが、家内が入浴時、半身浴を楽にすることができないかと問題を出したようであります。
　私は、浴槽内では、「しゃがんだ」ときが一番安定した形です。浴槽に身体を当ててしゃがんだときが、 身体が安定します。
その時、右足が出来るだけ垂直に成るように気をつけています。右足が前に滑ってしまうと立ち上がれない事があるのです。以前、 右足が前に滑ってしまったことがありましたが、なんとか苦労して立ち上がったことがありました。
　リハビリ施設の担当者から、浴槽にセットする台を使用することも考えたらという話もありました。家内は一度使用することで喜んで いましが台を使用するとしゃがんだ」ことが出来ないので、私が断りました。台を使った時は、 身体が半身浴にならなくて、身体が湯に入る割りわいが、しゃがんだ時と比べて少なくなります。
















＜＜「風呂の現状ついて」＞＞２００９年３月１日







　＜＜つぶやき＞＞第２回 　 
＜＜「風呂の現状ついて」＞＞
２００９年３月１日掲載
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　前回、「浴槽に入れない」と題して書きました。今回は、風呂の現状を書きます。

　最初の写真が風呂と関係ない「紅梅」です。２月にしては、気温が高い日があったので、 電動三輪車で野草の写真を撮りにしきました。その時に「紅梅」の写真もとりました。公開する場所がないので、ここで公開します。

　私の家では、風呂は隔日に入ることにしています。風呂がある日は。家内の介助が必要です。
　衣服を脱ぐことは、時間がかかっても、自分の力でやっています。風呂場に行くことも、四本杖で自分で行きます。 風呂の蓋を取ることも自分でやります。
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　かけ湯をして、浴槽の端に腰掛ます。以前き自分の力だけで、両方の足を浴槽まで出していることか出来たのですが、右足の麻痺が 酷くなったので、家内の介助で右足を持って浴槽の中に入れてもらいます。
　後は、自分の力で、しゃがんだ姿勢をとります。そうすると、浴槽から湯が溢れてしまうように なっています。
　私の風呂は、湯の温度や入れる湯の量を簡単に調節出来るようなっています。だから、湯をだすことは、自分でやるようにしています。 しゃがんだ姿勢をとると、浴槽から湯が溢れてしまうように調節しています。
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　しゃがんだ姿勢を取るときは、普通の人は簡単にできますが、私は、浴槽の壁の所身体を固定して、少しずつ「しゃがんだ姿勢」を取ります。 右足の位置が前になっているときは、やり直しをします。反対に右足が後ろ過ぎるとき「しゃがんだ姿勢」を取ることが出来ないので 、やり直しをします。
　しゃがんだ姿勢をとると、左手を離す事ができます。その時必ずやる事があります。右足を揉むことです。そうすることで、 右足の動きが軽くなったと感じることができます。（写真では、左手で手摺りを持っています。）
　しゃがんだ姿勢をとるときも、左足の痛みがあるときは、しゃかんだ姿勢をとる事は長い時間は無理です。右足は麻痺があるので、 入浴のときも痛いという感覚ありません。最近は、風呂以外のときも、軽い左足の足首が痛いと感じることがありきす。
　家内が「踏み台」を買ってきた、しゃがんだ姿勢をやめにして浴槽から出ることをやるとき、その「踏み台」を沈めて、「 踏み台」座ることをやることがあります。写真を見るように、しゃがんだ姿勢と比べて湯につかることが浅くなっています。 しかも、背中をつけることが出来ないから、左手で手摺り持っていないといけなくなります。だから、「踏み台」をやめして、 しゃがんだ姿勢を少し長くしていこうと思います。

　浴槽から出たら、専用の腰掛を使って、身体を洗います。ここからあとは、自分の力でやります。始めは、顔を洗うことから始めます。 洗面器に湯をはって、その湯を左手で顔にかけます。それから石鹸をつけます。タオルを洗面器の湯をつけて顔の石鹸をふき取ります。 それから、身体を洗うことをします。背中は、左手で両端を持って洗います。この時、タオルの長さが問題になります。普通のタオルは、 短いです。名古屋市リハビリセンターでは、普通のタオルを二つ使用して長くすることを教えてもらいました。
　今はナイロンタオルを使っています。ナイロンタオルは、普通のタオルより少し長くなっているようです。
　身体を洗ったあと、立って、柄杓を使って石鹸を流します。もう一度腰掛けに座ります。そして、浴槽の蓋を閉めます。 全身に乾かしたタオルで拭きます。この時はバスタオルを使います。私は、風呂の時、３本のタオルを使います。そうすると、 左手一本で風呂を済めすことが出来ます。

　１回だけ、自分の力で浴槽の出入れができました。現在の麻痺した身体では、何時も自分の力で出来るかは、分かりませんので、 家内の介護が不可欠であります。
















＜＜　「知多リハビリテーション病院」０２　＞＞２０１０年８月１日







　＜＜つぶやき＞＞第５回 　 　　
＜＜　「知多リハビリテーション病院」０２　＞＞ 
２０１０年８月１日
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　「知多リハビリテーション病院」のリハビリの様子を書きますと書きましたが、 まず、「半田病院」の様子について書きます。

　半田病院に入院しても、始めは、ベットに寝たままでした。二週間めになって、 やっと、車椅子に乗ってリハビリ室でのリハビリが始まりました。
　最初は、車椅子から立ったり座ったりする訓練から始まり、ベットから車椅子に 移る訓練などもありました。

　しかし、半田病院でのリハビリは２０分くらいですぐ終ってしまいます、あとは、 ベットの上で好きなことをして過しました。

　しかし、入院して三週間位たったある夜、突然「おうと」して意識が無くなって しまったため、夜中にCTをとったり、酸素マスクや点滴をされ、個室に移りました。

　次の日の朝、病院に来た家内は、前の部屋(６人部屋)に私がいないので詰所に聞 きにいったら、「昨夜おうとをしたので個室に移ってもらいました。」と説明され たといいました。個室では、再び寝たっきりの状態でした。

　一ヶ月位たった時、、退院する事になったので家に帰れると思いました。 　実際は、ほかの病院に転院することでした。 　その病院が「知多リハビリテーション病院」でした。
















＜＜　私の現状　＞＞ ２０１１年２月１日







＜＜つぶやき＞＞第１１回 　 　　
＜＜　私の現状　＞＞ 
２０１１年２月１日
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　私の日常は下記の通りです。

　朝六時起きると、着替えをします。
　最近は、着替えは、家内に手伝ってもらいます。
「靴下」を履くことから、上着を着る事まで、以前は、時間がかかっても、自分の力でできました。 しかし、今では麻痺がある足(右足)が上がらなくなってしまいました。だから、靴下やずぼんを履いたり、 装具を付けたりすることが自分では出来なくなってしまいました。

　２年前位から、移動は、すべて、車椅子に乗っています。

　朝食は、左手で自分で食べます。ただ、食べるまえにすることがあります。それは、 「エプロン」をつけて「こぼし」をふせぶことです。

　朝食が済むと、私の部屋に行きます。部屋に行く前にトイレに行くことが多いです。
　トイレは、かっては立って尿をしていたが、今では、座って尿をしています。
　下着が多くなると、下着の上げ下げに時間がかかります。それで、家内がいるときは、手伝ってもらいます。

　自分の部屋につくと、テレビを見ます。
　そして、手作業のリハビリをします。今の手作業は、 べーパークラフトです。
　ベーパークラフトは、このホームベージでも扱っています。今のペーパークラフトは、小動物です。
　このページにある物は、「ヨツユビハリネズミ」です。

　昼食も、自分で食べます。「エプロン」が必要・・・・

　午後も、午前と同じような事をします。ベーパークラフトは、ホームページから出します。
　私のホームページの「リハビリで作った物」で取り上げています。 　夕食も「エプロン」を使い、自分で食べます。
　私は、２０時～２１時には寝るようにしています。着替えは、朝と違って自分でやることが多いですが大変です。

　風呂は、「週の過し方」と関するので次回にします。

　以上、私の一日の過し方です。
















＜＜　私の現状　＞＞ ２０１１年３月５日







＜＜つぶやき＞＞第１２回 
＜＜　私の現状　＞＞ 
２０１１年３月５日

　私は、ペーパークラフトをやって過すことが多いです。
　ベーバークラフトを掲載しいるホームページーは、多くあります。
　私が良く利用する「動物」のページは、キャノンのページに載っています。
　３月の「犬(ウェルシシュ・コーギー・ベンブローク)」もキャノンの物です。(写真)
　２月にやっていた「お雛さま」は、別のペーパークラフトに出ています
「お雛さま」は、大変難しい物です。
　「お雛さま」は、半月位時間かかりました。体調が悪い事も関係するのですが・・・・・。
　３月の「犬(ウェルシシュ・コーぎー・ベンブローク)」は、比較的簡単な物です。 　しかし、「犬(ウェルシシュ・コーぎー・ベンブローク)」でも時間がかかりました。
　今後もベーバークラフトをやっていきたいと思います。
















＜＜　私の現状　＞＞ ２０１１年５月１日







＜＜つぶやき＞＞第１４回 
＜＜　私の現状　＞＞ 
２０１１年５月１日
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　私は、ペーパークラフトをやって過すことが多いです。
　ペーパークラフトを掲載しているホームページーは、多くあります。

　今回の始めは、「節句」です。
　遠景は、「こいのぼり」です。「こいのぼり」の棒には苦労しました。

　家内が細い竹串を持ってきました。その竹串を内側に入れて、固定しました。
　二番目は、「かぶと」です。私が折ったものです。
　三番目は、「しょうぶ」でした。私は始めは、「しょうぶ」とは、分かりませんでた。
　四番目は、「かしわもち」です。台が付いている。

　「トップページ」に書いたように、私の痛みは続いています。前回書いた「怪我」が原因かも知れませんが。
　「腕」の痛みはほとんど無くなっています。「腰」の痛みがあります。
　しかし、痛みがあっても、ホームページやペーパークラフトをやっています。 
















＜＜　私の現状　＞＞ ２０１１年６月１日







＜＜つぶやき＞＞第１５回 
＜＜　私の現状　＞＞ 
２０１１年６月１日
[image: pho212]


　私は、ペーパークラフトをやって過すことが多いです。
　ペーパークラフトを掲載しているホームページーは、多くあります。

　今回の始めは、「魚」です。
　「魚」はたくさんありますが、「きんぎょ」「カクレクマノミ」「マンタ」を作っています。

　「きんぎょ」「クマノミ」「マンタ」は、「リハビリで作った物」に掲載します。

　 　「トップページ」に書いたように、私の痛みは続いています。前回書いた「怪我」が原因かも知れませんが。
　「腕」の痛みはほとんど無くなっています。「腰」の痛みはあります。
　しかし、痛みがあっても、ホームページやペーパークラフトはやっています。
















＜＜　私の現状　＞＞ ２０１１年８月１６ 日







＜＜つぶやき＞＞第１７回
＜＜　私の現状　＞＞ 
２０１１年８月１６ 日
[image: pho200]


　私は、ペーパークラフトをやって過すことが多いです。
　ペーパークラフトを掲載しているホームページーは、多くあります。

　今回の「トップページ」の写真は「スコティッシュフォールド」(猫)です。

　 　「トップページ」に書いたように、私の痛みは続いています。前回書いた「怪我」が原因かも知れませんが。
　「腕」の痛みはほとんど無くなっています。「腰」の痛みはあります。
　しかし、痛みがあっても、ホームページやペーパークラフトはやっています。
















第３回 ＜＜「早春の野草」＞＞　２００９年４月１日







＜＜つぶやき＞＞
＜＜「早春の野草」＞＞　
２００９年４月１日掲載

[image: pho200]

　３月１８日に撮影した写真をもとにして「早春の野草」のページを作ります。

　３月２１日(土)に定期的な診察を受けました。早く終ったので、知多半島の小野浦で昼食を食べに行きました。 その帰りに「もくれん茶屋」で「モクレンの花」を見て来ました。モクレンは、ハクモクレンが主でした。写真は、 その様子を伝えた写真です。
　家内が地元の人に聞いた話によると、もくれん茶屋のモクレンは６０年くらい前に植えられたものと言う事です。
　近ごろは花が咲く時期になると、私達のようにモクレンを見に行く人も多くなるようです。
　もくれん茶屋は、知多八十八ヵ所めぐりの四十四番札所宝樹寺といいます。
　毎月２１日は縁日で行事があるそうです。この日も、法話と餅投げがあったようで大勢の人々が車で帰って行きました。
[image: pho201]


　私が野草の花を撮るときは、リハビリが無い日です。風が強い日は、被写体が揺れて花が呆けてしまいます。 私の体の調子も関係します。だから、花が咲く期間が短い花は、撮り損なってしまうこともあります。
　しかも、電動三輪車で行けるところしか撮影出来ません。
　最初は、「フキの花(フキのトウ)」です。もっと早い時期なら、蕾であって食べられます。ある家の側溝に咲いていました。

　次は、「ツクシ」です。「ツクシ」も食ぺられます。当地方では、時とき、散歩をかけで「ツクシ」を摘んでいる人もいます。
　この場所のツクシは、少なかったと思いますが、今年は、群落になっていました。
[image: pho202]

　次は、タンポポですか、花の背が短いです。４月の中旬になると、背が高くなると思います。そうすると総包外片が見やすくなり、 セイヨウタンポポとニホンタンポポの区別がつきやすい。
　セイヨウタンポポは、総包外片が反り返っているが、ニホンタンポポは、総ほう外片が直立になっていると、図鑑に出ていました。 　

　次は、ホトケノザです。「春の七草」の物と違う物です。ホトケノザは、冬の季節から咲き始める物もあります。 しかし、この花は、早春の花と言ってもよいと思います。

　次は、ナズナです。ナズナも冬から咲きます。花は大変小さいから、写真の原板のほんの一部をトリミングして使用しています。

　つぎは、タチイヌノフグリです。この花も大変小さいもので、散歩の途中では観察が出来ないと思います。余程注意して 観察しないと見つけることが出来ないと思います。　写真の中程の上の方に小さく写っています。
[image: pho203]

　最後は、「ヒメオドリソウ」です。この花も小さい花ですが、群落で咲きますから、散歩中にも観察することが出来ます。
花は、小さい薄いピンクの花です。(写真の黄色の円を参照)

　

　次回は、「春の花」と題して、野草のページを掲載する予定です。
















＜＜「夏の野草」＞＞　２００９年７月７日







＜＜つぶやき＞＞
第５回＜＜「夏の野草」＞＞　
２００９年７月７日掲載
[image: pho200]

　始めの花は、「チチコグサ」です。昨年は「ハハコグサ」といっしょに掲載したが、今年は、身体の調子などが悪く、 「ハハコグサ」の花を撮影した写真がありませんので掲載ができません。
　「チチコグサ」は、私の近くの公民館の土手の生えていました。この土手には、毎年、生えています
　「チチコグサ」の隣りは、「タチチチコグサ」です。この写真は、あまりよくない写真です。

[image: pho201]

　次の花は、「カタバミ」です。ある図鑑よると、「カタバミ」の項目には、写真が３種が出ていました。 写真の中に「イモカタバミ」がありました。
　私の写真は、「イモカタバミ」がありません、そのかわり「アカカタバミ」があります。図鑑のカタバミの記事中に『葉が小さく、 暗赤紫色のものをアカカタバミという』という記述があります。だから、葉が暗赤紫色のカタバミの物がなんと言うかがわかりました。
　イモカタバミの写真は、今年は撮影が出来ませんでした。
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　次は、「ハルジオン」と「ヒメジョオン」です。撮影とした日時か分かる通り、花が咲く時期は、「ハルジオン」が早いです。
　 図鑑によると『ハルジオンの茎が中空、ヒメジョオンは、茎は白い髄がまっている』と書いていました。
　ヒメジョオンの花の色は、白ですがが、ハルジオンは淡紅色の物が多い。
[image: pho203]
　次は、「コメツブツメクサ」と「マメグンパイナズナ」です。

　「マメグンパイナズナ」は、実がついてから、もう一度撮影することになっていました。しかし、身体の都合で出来なく なってしまいました。

　「マメグンパイナズナ」は、数年前に、名鉄の踏み切りの側に見つけた物です。その後、踏み切りの側では見つけることが 出来なったが、踏み切りの近くのガレージの前で見つけることができました。今年の写真物もガレージの前で撮影した物です。

[image: pho204]
　次は「ムラサキツメクサ」です。時期が遅かったので、花の色などが変なものになっています。撮影場所は、知多半島道路の 武豊インターの近くです。

　次は「オオバコ」の仲間です。最初は「ヘラオオバコ」です。昨年は、もっとたくさん花が咲いていたが、そこが 塵捨場になっていたのであまりありませんでした。

　次は「オオバコ」です。

　最後は、「ツボミオオバコ」です。この「ツボミオオバコ」は、昨年は生えていなかったと思います。

　
















「道端の野草１」 　２００８年４月１日







＜＜　つぶやき　＞＞
「道端の野草１」 　
２００８年４月１日　掲載
[image: pho2000]


　いよいよ外出が出来るようになりました。そこで、３月１６日に野草の写真を撮影しました。
　私の家の近くは、田畑が広がっています。だから、たくさんの農道があります。 ほとんどの農道も舗装されています。そこで、電動三輪車で通れます。そこで電動三輪車に乗って野草の写真をとりました。
[image: pho2003]

　写真は、原版の一部分をトリミングして作っています。「オオイヌノフグリ」の例にとって説明します。 次の写真は、原板です。
　その原版をトリミングしてあります。花か随分拡大している様子が分かりましか。

　以前の画素数の小さいのデジカメなら、こうゆうことは出来ないと思います。デジカメの画素数が相当 大きくなったので実現できたと思います。今私の使っているデジカメは、７００画素のものです。
[image: pho2001]

　始めは「オオイヌノフグリ」です。当地方では、春の初めに咲く野草です。この「オオイヌノフグリ」は、道端に群生しています。
　　
　隣りの野草は「ヒメオドリコソウ」です。「オオイヌノフグリ」の群生のところのすぐ近くで写しました。
　「ヒメオドリソウ」も「オオイヌノフグリ」と同じころ咲く花ですが、花の大きさが小さいのと葉の色に似てますから目立たない 野草です。

　この写真の「ヒメオドリコソウ」は、花が咲き始めで、花が少ないです。
　ナズナ・ホトケノザも群生していますが、当地方では、晩秋から冬に咲くものもありますから、「春の野草」とは言い切れないものです。
　「ホトケノザ」という名前になったのは、「連座」に見立てたものと、ある本に書いてありました。
　その本には、「春の七草にホトケノザはキク科のコオニタビラコのこと」のことだと書いてありました。

[image: pho2002]

　「ツクシ」もありました。この場所は、農道の脇で、いつも「ツクシ」がみられる所です。電動三輪車に乗ったままだと小さいので、 前に書いた通り原版をトリミングしてツクシがはっきり分かるようにしています。３月２２日に外出してときに、「ツクシ」採りをしている人たちがいました。

　「フキノトウ」は、私の家のすぐ近くで写したものです。この場所は、毎年、フキノトウの群落が見られます。この写真では、 もう食用にするには的さないと思います。食用にするには、蕾のようがよいと思います。しかし、「フキの花」の様子がはっきりしている 写真だと思います。

　

　このページは、おおむね４月１５日まで掲載する予定です。４月１６日からは「道端の野草２」を掲載する予定です。
















「道端の野草２」 　２００８年４月１６日







＜＜　つぶやき　＞＞
「道端の野草２」 　
２００８年４月１６日　掲載
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　本格的な春がやってきました。当地方では、「タンポポ」がさかんに咲いています。私が農道で撮影した「タンポポ」は、 ニホンタンポポでした。セイヨウタンポポはありませんでした。
　ある本によるとセイヨウタンポポは「総苞外片がそり返る」、それに対しニホンタンポポは「総苞片は直立」と書いてありました。 （参考　総苞片が良く見えるにした写真）

　４月９日にある倉庫の埋立地にセイヨウタンポポが見つかりました。よく見ないと分かりませんが、 総苞外片がそり返っていることがわかります。

　ニホンタンポポには、「カントウタンポポ」と「カンサイタンポポ」などありますが、私には、区別がつかないので、 ニホンタンポポとしておきます。
　３月１６日に野草の撮影に行ったときには、まだタンポポの花はチラホラだったが、４月４日には、 タンポポが野草の代表になっていました。

　春の初めは「オオイヌノフグリ」が代表的の野草でしたが、「タンポポ」です。それに「スミレ」です。スミレは、当地では、 群落になっていないことが多いです。
　図鑑によるとスミレは何種類があります。写真の上のほうには、コンクリートの用壁とアスハァルとの間に生えている「スミレ」です。
　下の写真は、「スミレ」「ノジスミレ」「コスミレ」と思われるスミレです。「ノジスミレ」は、葉が「しわしわ」に見えます。
　掲載した「コスミレ」の写真を良く見ると「コスミレ」は、花びらの色が「真っ白」です。図鑑には、このように真っ白の物は ありませんでした。それで、名前の「コスミレ」は、間違いかとも思います。それとも、当地方で突然変異をしたものと思われます。
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　ここには、写真はありませんが、「タチツボスミレ」も少しありました。撮影したのですが、雨が降りましたから、車が泥水を かけて汚れていました。それで、写真を掲載しませんでした。
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　 　２・３年前は、「タチツボスミレ」の群落がある場所がありましたが、埋め立てがあったので、群落は無くなり、数本になりました。

　次の写真は、「ハコベ」です。ハコベの仲間も数種あります。私が撮影したものは、「ミドリハコベ」と 「コハコベ」です。
　ハコベの写真横にある写真は、ハコベに近い「ミミナグサ」です。ミミナグサは、大部分は枯れる一歩前でしたが、 写真を撮影した物は、茎ゃ葉が緑のままでした。　　


　野草の花の咲く時期は、短いものと長い物があります。長いものは、一年中咲いているくらいのものもあります。ミスレは、短いものです。
　次の写真の「ノボロギク」は、花期の長いものです。冬は枯れてしますが、春から秋まで咲くのです。
[image: pho2015]

　「キジムシロ」は、バラ科の物ですが、ヘビイチゴに近い物ですが、春の始めに咲く花です。この花がが咲いているのは、 当地では、撮影した場所だけです。他のところではありません。
　もっと近づくことができる場所ありましたが、「工事」かあったので無理でした。写真を撮ったのは、「工事」のすぐそばの農道です。 花は、 
少し離れた土手に咲いていました。ここも「工事」があると、「キジムシロ」はなくなってしまうと思います。

　最後は「セイヨウカラシナ」です。この花は、「ユニー」武豊店の近くの堀川の中洲に生えたいました。毎年春に咲きます。

　

　このページは、５月１日に更新する予定します。
















「道端の野草３」 　２００８年５月１日







＜＜　つぶやき　＞＞
「道端の野草３」 　
２００８年５月１日　掲載
[image: pho2016][image: pho2017]



　第１回の時、「オオイヌノフグリ」の隣りに「タチイヌノフグリ」を掲載するように考えていたのですが、忘れていましたので、 まず、「タチイヌノフグリ」を掲載します。写真の中の青い物が「タチイヌノフグリ」の花です。花は大変小さいので、普通の歩きでは 見つけることが不可能と思います。初期のデジカメでは、この花は、大変小さい青い点しか写りませんでした。この写真をよく見ると、 花びらの形も見えると思います。

　次は、３月に撮影した「トキワハゼ」です。この花は、私の家の近くにある田の畦道で、毎年、咲いています。 ピンクがかった白い花弁です。

　トキワハゼの隣りの花は、「タネツケバナ」です。花は白いもので、咲き終わった後に実がついていることが分かります。

　次は、「・・・エンドウ」です。一番目立つものは「カラスノエンドウ」です。小さい物が「スズメノエンドウ」です。 鞘の小さいので実が２個くらいです。
　花が咲く時期が「カラスノエンドウ」や「スズメノエンドウ」と比べて遅いのが「カスマグサ」です。「カスマグサ」の撮影することが できたのは、 
４月２１日でした。どうして「カスマグサ」というと「カラス・・」と「ス ズメ・・」のあいだ(間・・マ)であるからと図鑑に書いていました。
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　カスマグサの写真にカラスノエンドウの花と実が写っています。カスマグサの実も写っています(写真の右下)のでカスマグサの花や実の 大きさが分かります。スズメノエンドウの写真は、カスマグサの写真より縮尺が大きいが、実際の花は、カスマグサより小さいです。 花の色が薄い青です。スズメノエンドウの花が白いです。

　次は「スタシタゴボウ」です。名前に「・・タ(田)・・」がつくように「田」のに生えていました(写真の左上に稲刈りの跡が・・)。

[image: pho2019]

　スカシタゴボウの隣りは「キュウリグサ」です。ある図鑑によると「葉を<もむ>とキュウリの臭い」がしますと書いていましたが、 電動三輪車に乗って観察する私には、「葉を<もむ>こと」が出来ません。それに、嗅覚も鈍くなっているので確かめることは出来ません。

　つきは、「キランソウ」です。ある図鑑には「茎は地をはつて四方に広がり、葉も地面にりつくように広がっています。それで、 ジゴクノカマ<釜>ノフタ<蓋>」という別名を持っています。」と記していました。
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　次は、大変小さい花で「ヒメウズ」という花です。花は白い花ですが分かりますか。つる状の物に小さい白い物が付いていますが、 それが花です。
　「ヒメウズ」の隣りは「ノゲシ」と「オニノゲシ」です。「ノゲシ」を撮影した時と「オニノゲシ」を撮影した時に１が月の間隔が あります。それは、なかなか「オニノゲシ」の花を見つけることができなかったからです。花の咲く時期が「オニノゲシ」の方が遅い からです。「ノゲシ」と「オニノゲシ」の違いは、「オニノゲシ」は、葉の縁が鋭くとがっています。
[image: pho2020]

　今回の最後は、「ハマ・・・・」です。私の家は、比較的海の近くにあります。そこで、堤防の近くに「ハマ・・・」という名のついた 花があります。そこで、花が咲く時期には、堤防から花の写真を撮ります。今回は、「ハマダイコン」と「ハマエンドウ」を掲載します。
撮影した日は今年の４月２１日でした。「ハマダイコン」は、普通の大根が野生化した物と図鑑に書いていました。


　「ハマエンドウ」は、遠くあったので写真に写りにくかったので、原版のほんの一部をトリミングして載せてあります。花の大きさは 普通のエンドウと変わらないと思います。

　私が見つけた「ハマ・・・」とつく花には、もう一つあります。それは「ハマヒルガオ」です。まだ花は咲いていなくて写真に 撮ることは不可能でした。撮影できたら掲載します。「ハマヒルガオ」は、堤防のコンクリートの間から芽が出ていきした。それで、花を アップで撮れると思います。

　このページは、５月１５日までにします。まだまだ撮影した物がありますので、それを掲載する予定です。
















「道端の野草４」 　２００８年５月１６日







＜＜　つぶやき　＞＞
「道端の野草４」 　
２００８年５月１６日　掲載
[image: pho2022][image: pho2023]


　初めの花は、「シャガ」です。この花は、私の家の生垣の間に咲いていた物です。咲き始めだから花は少なくて「蕾(つぼみ)」が はっきりと分かります。「シャガむは、家の庭に咲いています。今満開です。


　次は、「オニタビラコ」と「コオニタビラコ」です。「コおにタビラコ」の花は、実際には小さい物です。「オニタビラコ」は、全体が 大きくすぐ見つかると思いますが、「コオニタビラコ」は、注意して見ることが必要です。この花は、「 春の七草のホトケノザ」と図鑑に書いていました。 　ある図鑑には「コオニタビラコ」は載っていませんでした。「田平子（タビラコ）」は、水田にロゼットの根生葉を平たく 広げる様子を表現したもの」と図鑑に書いていました。
[image: pho2024]

　次は「ジシバリ」と「オオジシバリ」です。「ジシバリ」の写真は、下部に余分な野草が写っていて葉の様子が良く分からなく なりました。良く見ると葉は、丸型でぎざぎさが無いことが分かると思います。

　「オオジシバリ」の葉は、細長くぎざぎさがあると分かります。この「ジシバリ」の名前を漢字で書くと「地縛り」になります。写真の 「オオジシバリ」の見れば、「細い茎が地面を這って行く様子」が分かります。

　オオジシバリの隣りは「スカシタゴボウ」です。「スカシタゴボウ」は、前に掲載たことがありますが、その時の写真は良く分からない 写真ですから、新しい写真を掲載しました。

　次の写真は、「マツバウンラン」です。この花は、「近ごろ急に増えた北アメリカ原産の帰化植物」と図鑑に書いていました。 
この写真の「マツバウンラン」はすぐ近くの大高公民館の土手に咲いていました。

　「マツバウンラン」の隣りは、「マメカミツレ」です。この花は、あるお宅の生垣の間に咲いていました。非常に地味の花ですので、 良く見ないと分からない花です。そのお宅は、生垣の草取りをしてありましたから、この花が無くなってしまいました。
[image: pho2026]

　このページの最後は「・・カタバミ」です。最初は、普通の「カタバミ」です。「カタバミ」の花は、日光が弱いと蕾んでしまいます。 だから、天気のよい日の日中に撮影しました。
　「カタバミ」には、葉の色が紫がかった物もあります。花は普通のカタバミと同じです。
　次は、「ムラサキカタバミ」です。花の色は、 
紫色がかったピンクです。花は、普通のカタバミより大きいです。花の濃い物に「イモカタバミ」という物もありますが、 まだ見つかりませんので、観察が出来たら掲載します。

　まだ撮影した物がありますが、次回に掲載します。
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　ようやく「ハマヒルガオ」を掲載することができます。堤防のコンクリートとアスハァルとの隙間で咲いていました。
[image: pho2001]


　そのことが良く分かるように写しました。そのため花が小さくなったので、左下に大きな花を貼り付けています。少しは、 花の色や構造が分かると思います。

　次の花は「ケキツネノボタン」です。近くにある休耕田で撮りました。この花と良く似た花に「キツネノボタン」がありますが、まだ、 私には見つけられません。

[image: pho2002]

　次は「ギシギシ」です。根元に他の雑草があるため見にくい写真です。「ギシギシ」の隣りは、「アレチギシギシ」です。 写真が見にくくよく分からないのですが、「ギシギシ」より全体が小さい事は分かりますね。

　ギシギシの隣りの花は、「スイバ」です。ある本によると、茎や葉に酸味があるから、「スイ(酸い)バ」ということであると書いていました。 別名は「スカンポ」ということも書いていました。次の写真は、「ヒメスイバ」です。「スイバ」は、水田の畦道に生えていますが、 「ヒメスイバ」は、道端や荒地に生えると、図鑑に書いていました。この写真は、ある事業所の土手で撮影しました。東大高保育園の 道沿いにもあります。
[image: pho2003]

　次の写真は、「スズメノテッポウ」です。「スズメノテッポウ」の次は「スズメノヤリ」です。「スズメノテッポウ」は、水田の中に 生えていました。それにたいし、「ススメノヤリ」は、土手の生えていました。この「スズメノヤリ」は、東大高保育園の道路脇で 撮影しました。

　次の写真は、「スズメノカタビラ」です。この「スズメノカタビラ」は、畑の片隅で写しました。次の写真は、「チガヤ」です。 
この写真の最後は、「カラスムギ」です。写真の「カラスムギ」は、少し黄色を帯びています。
[image: pho2005]
　次は、「ハハコグサ」です。このハハコグサは、ある墓場の通路の脇に咲いていました。この墓場は、道より高い所に作っていますから、 花の高さが分かると思います。

　ハハコグサの隣りは、「チチコグサ」です。その隣りは、「ウラジロチチコグサ」です。良く見ると茎も白っぽいことが分かります。 葉の裏が白にので「裏白チチコグサ」という名になったと図鑑に書いていました。その隣りは、「チチコグサモドキ」です。

[image: pho2004]
　次は、「シロツメクサ」です。一般の人は、「クローバー」という名で呼んでいます。この花は、江戸時代にオランダからガラス器を 送ってきたとき、壊れないよう、乾燥した「シロツメクサ」を詰め物にしたことから名が生まれたと図鑑に書いてあのました。

　「シロツメクサ」の隣りは、「ムラサキツメクサ」です。この花は、明治初期に牧草として渡来して、全国に野草化していると図鑑に 書いてありました。

　今回の最後は、前回掲載されなかった「イモカタバミ」があったので掲載します。前回の「ムラサキカタバミ」より花の色が濃いと思います。この写真を撮った所では、 大きな群落で咲いていました。

　「ケキツネノボタン」という写真は、「タガラシ」かも知れません。
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　今までに掲載をしなったものを、最初に掲載しまする。それは「ヤエムグラ」と「コメツブツメクサ」です。
今は、花は見られなくなっていると思います。
　前回掲載した「ケキツネノボタン」は、やはり「タガラシ」でした。
[image: pho2031]
　次は「アメリカフウロ」です。種の形を独特の形をしています。花は、４月２３日に写したのですが、種の写真を写したのは。５月 ２３日です。
[image: pho2032]
　次は「ヘビイチゴ」です。果実を撮影したときは、５月２３日でした。花を写した場所と同じで写しました。図鑑によると 「人間が食べないて、ヘビが食べるイチゴという意味らしいが、毒があるわけではない。」と書いていました。

　「ヘビイチゴ」の次は。「ハルジオン」と「ヒメジョオン」です。良く似ている花です。「ハルジオン」は、「春(ハル) ジオン」という名ですから、春に咲く花です。写真を写した月日みると約１ヶ月の隔ています。今は、「ハルジオン」は見られ なくなっています。「ヒメジョオン」は、今でもみられます。
[image: pho2033]
　次は、「コバンソウ」です。この花は、華道の材料になりますので使った方もあると思います。時々野草になった物があります。 この花も、「墓場」の近くで咲いていました。

　「コバンソウ」の隣りは、「ヒメコバンソウ」です。この花は、どこでも見られます。ただ「コバンソウ」より開花時期が遅いと思い ます。

　次は、「ツルマンネングサ」です。武豊高校の正門のすぐ近くで撮影しました。ところが数日たったころ通ったところ、全く無くなって いました。多分草取りの人が雑草として処分したと思う。まだ、他のところにもあってので、来年の撮影出来ると思います。
[image: pho2034]
　最後は、「オオバコ」です。昨年は、当地で、４種類のオオバコが撮影出来たのですが、今年は、３種類しか撮影出来ませんでした。 「ツボミオオバコ」は、昨年の場所にはありませんでした。偶然「ユニー」の帰りに見つけました。「ヘラオオバコ」は、昨年と同じ場所で 撮影しました。「オオバコ」は、各所で観察できますが、「ツボミオオバコ」や「ヘラオオバコ」は、特定の場所でしか観察出来ません。
　昨年は観察できたオオバコは「トウオオバコ」です。新しい場所にあったら掲載します。
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　私のホームページのトップページに書いてある花の名前を知っている方をメールはくださいと書いたが、自分の娘からメールが来ました。
[image: pho2016]

　そのメールによると「ハナハマセンブリ」と言う花だそうです。

　 そのメールの添付ファイルとして、その花に関するホームページがありました。そのホームページを出すには ここをクリックしてください。
　そのホームページによると「1950年頃から、あちこちで見かけるようになった、 北アメリカ原産の比較的新しい帰化植物。草地や空き地に群生する。」と書いていました。
新しい帰化植物だから、私の図鑑には載せていないのですね。私が使っている図鑑は、初版が１９８９年１０月１日です。 「センブリ」は載っていましたが、この花のことは、載っていませんでしたが、「ハナハマセンブリ」は、載っていません。
[image: pho2017]

　２番目の物は、「ヒナギキョウ」です。このキキョウは、日本で一番小さいキキョウと書いてありました。 「ヒナギキョウ」の開花時期は、大変長い期間咲くので、撮影は、４月２３日でしたが、今回掲載しました。花は１センチ以下の小さい物です。 全体の高さも２０センチ以下の物です。

　「ヒナギキョウ」の隣りは、「ニワゼキショウ」と「オオニワゼキショウ」です。「ニワゼキショウ」は、高校の時、運動場の脇で群生していた ことを思いだしています。当時は、名前は知られていません。「オオニワゼキショウ」の花は、「ニワゼキショウ」より小さいと思います。花の 色は、白っぽい色です。「オオ・・・」の名前が付いたかと、全体の高さが「ニワゼキショウ」より高いというわけです。
[image: pho2018]

　次は「シラン」です。この写真は、知多半島高速の「自転車専用道路」の脇の小さい公園で撮影しました。６月１４日に同じ場所に 行くと、もう花は終わっていました。

　次は「マンテマ」です。撮影した場所では、もう花が咲き終わっていました。写した場所は、「武豊福寿園」の近くでした。ここは、 良く通る所ですが、マンテマの花を観察したのぱ初めてでした。

　次は「カズノコグサ」です。時期が少し遅かったため、緑が黄色になっています。
[image: pho2019]

　次は「ドクダミ」です。この花も花期が比較的長いものです。垣根のすみで、日があまり当たらない所に生えています。

　「ドクダミ」の隣は、「マメグンバイナズナ」です。図鑑による「グンバイナズナ」という花もあると書いていましたが、 私は観察したことがありません。

　次は、「ケキツネノボタン」です。前前回に掲載した物は「タガラシ」でしたが、今度は「ケキツネノボタン」です。良く似た物に 「キツネノボタン」がありますが、多分「ケキツネノボタン」と思います。
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　私の前回のホームページのトップページに「・・・ツユクサ」の名前を忘れてしまいましたと書いたら、 またまた娘からメールで教えてもらいました。

　そのメールによると「トキワツユクサ」でありました。このツユクサは、 普通のツユクサと比べて花の咲く期間が長いです。だから「トキワ・・・・」という名が付いたと思います。
[image: pho2101]

写真を写した場所では、群落を作っていました。普通の「ツユクサ」では、あまり大きな群落は作りません。
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